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９ がん 

（１） 目標設定と取組 

がんは、昭和 56 年より我が国の死亡原因の第１位であり、現在では年間 30

万人もの方が亡くなっている。これに対応するためには、生活習慣の改善による

予防の取組が重要である。これまで、昭和 59 年度から 3 次にわたるがん戦略事

業を推進しており、昭和 59 年度から平成５年度までを「対がん１０カ年総合戦

略」、平成６年度から 15 年度までを「がん克服新１０か年戦略」として研究に重

点を置いた取組を実施してきた。この取組によりがんの診断・治療技術は進歩し

ているが、今後はがん検診による早期発見・早期治療など予防に向けた取組が一

層重要となっている。厚生労働省においては、がん対策を強力に推進するべく、

平成 16 年度からがんの罹患率と死亡率の激減を目指して「第３次対がん１０か

年総合戦略」を推進しているところである。  

目標は、がんの一次予防の推進を図る観点から、生活習慣の改善、がん検診の

受診者等について設定している。 

この目標を踏まえ、①がん研究の推進、②「第３次対がん１０か年総合戦略」

やがん検診等によるがん予防の推進、③がん医療の向上とそれを支える社会環境

の整備などに取り組んでいるところである（参考資料１参照）。 

  

（２） 目標とその達成状況 

目標項目(指標の目安) 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 

9.1 たばこ対策の充実                  ４． たばこ参照 

9.2 食塩摂取量の減少                  １．３ 栄養・食生活参照 

9.3 野菜の摂取量の増加                １．４ 栄養・食生活参照 

9.4 １日の食事において、果

物類を摂取している者の

増加 

(摂取している人の割合) 

成人     ２９．３％ ６３．５％ ６０％以上

9.5 脂肪エネルギー比率の減少               １．２ 栄養・食生活参照 

9.6 飲酒対策の充実                         ５． アルコール参照 

    がん検診の受診者の 

増加（検診受診者数） 胃がん １，４０１万人 １，７７７万人* ２，１００万人以上

 子宮がん １，２４１万人 １，０５６万人* １，８６０万人以上

 乳がん １，０６４万人 ８４２万人* １，６００万人以上

 肺がん １，０２３万人 １，１００万人* １，５４０万人以上

9.7 

 大腸がん １，２３１万人 １，４３２万人* １，８５０万人以上

* 策定時のベースライン値を把握した調査と中間実績値を把握した調査とが異なっている数値 


